
















Ⅰ　研究目的

　乳児にとって母乳は最良の栄養であることを否定する人はまずいないであろ

うと思われる。しかし,わが国の母乳栄養の現状をみると,その最良の栄養法が

危機に瀕しているといえる。すなわち,1970 年厚生省調査 1)によると,生後 3

～4 カ月の乳児のうち母乳だけが与えられているものの割合は 31%にすぎない

と報告されている。この割合は,1950 年頃の乳児のそれの約 1/3 に低下してい

るのである。2)この原因については,多くの意見が述べられており,母乳栄養が

減少してきた原因は多岐にわたり,その母の属する地域の特性によっても,それ

は異なるであろうと考えられる。その因子を分析することによって,今後の母

乳確立のための指導を実施するうえに大変有意義な資料が得られるであろうと

想像する。


